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うかわかりませんが、1604 年から 1635 年までの 31 年間がいわゆる朱印船貿易の時代なのですね。その
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崎でオフィス街をあの場所に造ろうというのはほぼ不可能だと思います。現実をみますと県庁から市役
所の間は、皆さんご存知のように今では高級マンション群になっています。マンション群になって住宅
地になっています。いまさら 50年前の姿は絶対あり得ないので、先生方のご協力を得ながら、いろいろ
教えていただきながら、町づくりに励みたいと思っています。 
 
 
 
 
 上薗：ありがとうございました。朱印船貿易博物館という具体的なお話をいただきました。この場所は
いわゆる岬の教会からずっと歴史を重ねてきた所ですし、御朱印船貿易を見ていた場所でもありました
し、旧長崎警察署ができた大正時代は，長崎がある意味で一番栄えた時代です。第 1回の国勢調査をやっ
た時に、長崎は九州で一番人口が多い町だった。そして発展していた。その時代の象徴としてもこの建物
は意味を持つ。もちろん被爆建造物としての意味を持つ。そういう重層性を生かした場所として、朱印船
貿易博物館を含めた重層性を町づくりとして考えていくことが大切だと，具体的なお話を伺いながら感
じました。私も最初中嶋さんにお話を伺うまでは、この辺の下を掘ると古伊万里が出てくるとか、金の指
輪が出てくるとかいうのは知らなかったです、すごい話だなと思いました。 
 
長崎：中嶋屋本店より発掘した磁器、壺類
